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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 27日 (2005.5.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 性 ア ル カ リ 電 解 質 、 多 孔 性 カ ソ ー ド 、 及 び 多 孔 性 ア ノ ー ド を 含 む 電 気 化 学 電 池 で あ っ
て 、
　 カ ソ ー ド は 、 二 酸 化 マ ン ガ ン を 含 み 、
　 前 記 カ ソ ー ド の 空 隙 率 は 、 ２ ６ ％ 又 は そ れ よ り も 高 く 、
　 ア ノ ー ド は 、 電 解 質 に 不 溶 性 の 電 気 化 学 的 活 物 質 を 含 み 、
　 前 記 ア ノ ー ド の 空 隙 率 は 、 ６ ９ ％ 又 は そ れ よ り も 高 く 、
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 ３ ６ ％ を 超 え ず 、 ま た 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 は 、 ７ ６ ％ を 超 え な
い 、
こ と を 特 徴 と す る 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｋ Ｏ Ｈ を 含 有 す る 電 解 質 を 含 み 、
　 前 記 電 解 質 は 、 電 池 を 放 電 さ せ て 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 内 の マ ン ガ ン を Ｍ ｎ + 3 . 0 に 還 元 し
た 後 に 算 出 さ れ る Ｋ Ｏ Ｈ 濃 度 が 約 ５ ０ 重 量 ％ に な る よ う に 選 択 さ れ た Ｋ Ｏ Ｈ 濃 度 を 放 電 前
に 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 内 の マ ン ガ ン を Ｍ ｎ + 3 . 0 に 還 元 し た 後 に 算 出 さ れ る 水 酸 化 カ リ ウ ム
の 濃 度 の 最 終 値 は 、 ４ ９ ． ５ か ら ５ １ ． ５ ％ （ 重 量 ／ 溶 液 重 量 ） の 間 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 少 な く と も ２ ７ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電



池 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 ２ ７ ％ 又 は そ れ よ り も 高 く 、
　 前 記 ア ノ ー ド は 、 亜 鉛 を 含 み 、
　 前 記 亜 鉛 は 、 算 出 さ れ る 全 体 タ ッ プ 密 度 が ３ ． ２ ｇ ／ ｃ ｃ よ り も 小 さ い 亜 鉛 か ら 成 る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 亜 鉛 の 算 出 さ れ る 全 体 タ ッ プ 密 度 の 最 大 値 は 、 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 が ６ ９ ％ の 時 に
３ ． １ ９ ｇ ／ ｃ ｃ で あ り 、 ア ノ ー ド 空 隙 率 が ６ ９ ％ を 超 え て １ ％ 増 加 す る 毎 に ０ ． ０ ６ ｇ
／ ｃ ｃ 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 亜 鉛 の 算 出 さ れ る 全 体 タ ッ プ 密 度 の 最 大 値 は 、 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 が ６ ９ ％ の 時 に
３ ． １ ３ ｇ ／ ｃ ｃ で あ り 、 ア ノ ー ド 空 隙 率 が ６ ９ ％ を 超 え て １ ％ 増 加 す る 毎 に ０ ． ０ ８ ５
ｇ ／ ｃ ｃ 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 亜 鉛 の 全 体 タ ッ プ 密 度 は 、 ２ ． ８ ３ ｇ ／ ｃ ｃ 以 上 ２ ． ９ ６ ｇ ／ ｃ ｃ 以 下 で あ り 、
　 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 は 、 約 ７ １ ％ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 亜 鉛 は 、 ２ ． ５ ｇ ／ ｃ ｃ よ り も 小 さ い タ ッ プ 密 度 を 有 す る 均 一 形 状 の 低 密 度 亜 鉛 粒
子 を 少 な く と も ４ 重 量 ％ 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 少 な く と も ２ ８ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電
池 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 ３ ４ ％ を 超 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 は 、 少 な く と も ７ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電
池 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 均 一 形 状 の 低 密 度 亜 鉛 は 、 亜 鉛 フ レ ー ク で あ り 、
　 前 記 フ レ ー ク の 厚 さ 寸 法 は 、 該 フ レ ー ク の 長 さ 及 び 幅 寸 法 の １ ０ 分 の １ 以 下 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 亜 鉛 は 、 ６ ６ ％ を 超 え る 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 の １ ％ の 増 加 当 た り 少 な く と も １ 重 量
％ の 亜 鉛 フ レ ー ク 含 量 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 均 一 形 状 の 低 密 度 亜 鉛 は 、 ６ ７ ％ を 超 え る 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 １ ％ 当 た り 少 な く と
も １ ． ５ 重 量 ％ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 均 一 形 状 の 低 密 度 亜 鉛 は 、 ６ ７ ％ を 超 え る 前 記 ア ノ ー ド 空 隙 率 １ ％ 当 た り 少 な く と
も ２ 重 量 ％ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ア ノ ー ド は 、 亜 鉛 を 含 み 、
　 前 記 亜 鉛 は 、 約 ５ か ら １ １ 重 量 ％ の 亜 鉛 フ レ ー ク 含 量 を 有 し 、
　 前 記 ア ノ ー ド は 、 ７ ０ か ら ７ ３ ％ の 空 隙 率 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 亜 鉛 の 約 ８ 重 量 ％ か ら １ １ 重 量 ％ は 、 亜 鉛 フ レ ー ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ７ に 記 載 の 電 池 。
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【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ア ノ ー ド の 容 量 の 前 記 カ ソ ー ド の 容 量 に 対 す る 比 率 は 、 １ ． １ ５ ： １ か ら １ ． ２ ５
： １ の 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 カ ソ ー ド は 、 炭 素 を 更 に 含 み 、
　 二 酸 化 マ ン ガ ン 対 炭 素 の 比 率 は 、 約 ２ ６ ： １ よ り も 大 き く な い 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 対 炭 素 の 比 率 は 、 ２ ０ ： １ か ら ２ ５ ： １ の 間 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 対 炭 素 の 比 率 は 、 ２ ２ ： １ か ら ２ ４ ： １ の 間 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 対 炭 素 の 比 率 は 、 約 ２ ３ ： １ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に
記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 ２ ８ ％ 以 上 ３ ０ ％ 以 下 で あ り 、
　 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 対 炭 素 の 比 率 は 、 ２ ０ ： １ か ら ２ ３ ： １ の 間 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 空 隙 率 は 、 ３ ０ ％ を 超 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 二 酸 化 マ ン ガ ン 内 の 全 て の マ ン ガ ン が Ｍ ｎ + 3 . 0 に 還 元 さ れ る と 想 定 し て カ ソ ー ド 容
量 を 計 算 す る と 、 カ ソ ー ド 容 量 対 電 池 容 積 の 比 率 は 、 ０ ． ４ ２ か ら ０ ． ４ ９ Ａ ｈ ／ ｃ ｍ 3

の 範 囲 と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 。
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